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朝　　食 昼　　食 夕　　食 間　　食 1日計
P／S 0．86±O．36 0．62±0．08 1．38±0．52 0．77±0．97 O．81±0．17
SlM；P1；1．2：㊤．8 1：⑪．910．6 玉：L511，2 1：0．9：0．6 1：1．110．8
n－6／n－3 5．畦±1．4 5．7±2．7 3．6±1．8 14。3±19．8 窪．4±1．2
E／PUFAO．62±0．30 0．54±O．09 0．62±0．18 Ll8±LgO0．59±0．08CSI 122±5．8 工3．O±3．1 工L3±5．3 2．5±2．5 39．0±9．4
IA 0．49±O．22 o．68±o、06 0．37±0」d O．76±O．70 O．52±0．09
IT 0．21±0．15 0、ユ3±0，腿 0．99±0』5 O．60±O．68 0．12±0．03
注　CSI；Cholestrol／saturated－fat　index，　IA；Index　of　atherogenicty，　IT；Index　of　thrombogenicity．
が朝食で，飽和脂肪酸（44．0％）と一価不飽和脂肪酸・
n－6系脂肪酸（共に35．4％）が昼食で，多価不飽和脂肪
酸特にイコサベンタエン酸（52．4％）とn－3系脂肪酸
（通62％）が夕食で，各々最高値を示した。
　（2）問食を除く3食のうち，朝食の配分比（23．2±
6．8％）が最も低く，その変動係数（52．3±46．5％）は
最も高かった。対照的に夕食の配分比（36．6±9．O）は
最も高く，その変動係数（35．2±10、0％）は最も低かっ
たe
　（3）　成人病予防の視点から，夕食の優位性がP／S
．ll（1．38±O．52），　S：M：Pの比（1二1．5；12），　n
－一@6／n－－3比（3．6±1．8）などの脂質栄養指標の面
から，概観できた。
　終りに臨み，調査にご協力いただきました新潟市立
大形小学狡，蓑潟窺立新通小学校，新潟市立濁川小学
校，豊栄市立早通南小学校，水原町立水原小学校，笹
神村立神山小学校の関係各位ならびに調査対象世帯の
皆様に深く感謝いたします。
　本研究の要旨は，第42回日本栄養改善学会（1995
年10月，於別府市）において発表した。
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